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　国民年金には、経済的な理由等で保険料を納めることが困難な場
合、申請により保険料の全額または一部が免除される「申請免除制
度」や障害基礎年金を受けている人などが該当する「法定免除制
度」があります。　
　また、若年層（２０歳代）の人を対象として保険料の納付が猶予され
る「若年者納付猶予制度」や学生を対象とした「学生納付特例制度」
もあります。
　これらの保険料免除や納付猶予などを受けた期間については、年
金を受け取るために必要な受給資格期間に算入されますが、受け取
る年金額は保険料を全額納付した場合より少なくなります。
　このため、これらの期間は１０年以内であれば、後から保険料を納
付すること（追納）ができるようになっており、将来受け取る年金の増
額を希望する場合は追納されることをお勧めします。　
　なお、保険料の免除や納付猶予などの承認を受けた期間の翌年
度から起算して、３年度目以降に保険料を追納する場合は、経過期
間に応じた加算額が上乗せされます。

■問い合わせ　市民課年金係（��０２５３）
　　　　　　　岡山社会保険事務局高梁事務所（��０５７２）
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３
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介
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▽
納
期
限（
口
座
振
替
日
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月
１０

１
日
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今
回
の
口
座
振
替
は
、
８
月　
２０

日
ま
で
に
金
融
機
関
で
手
続
き
を

し
た
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
口
座
振
替
依
頼
書
の

開
始
月
を
「
平
成　

年　

月
分
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１９

１０

り
」と
し
て
い
る
人
を
除
き
ま
す
。

　

納
期
限
の
日
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指
定
口
座
か
ら

振
替
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
預
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
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月
１
日
か
ら
国
民
健
康

１０保
険
被
保
険
者
証
が
新
し

く
な
り
ま
す

　

新
し
い
被
保
険
者
証
（
あ
さ
ぎ

色
）
を
９
月
下
旬
ご
ろ
世
帯
主
あ

て
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
等
に
誤
り
が
な

い
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
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効
期
限
は
制
度
改
正
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め
、
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３
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日
と
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な
っ
て
い
ま
す
。
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い
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○
古
い
被
保
険
者
証
（
黄
色
）
は

市
民
課
、
各
地
域
局
住
民
福
祉
課

ま
た
は
各
地
域
市
民
セ
ン
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へ

　

月
以
降
早
め
に
返
却
し
て
く
だ

１０さ
い
。

〇
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
、

国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
喪
失
し

て
い
る
と
き
は
早
急
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

〇
昭
和
７
年　

月
１
日
以
降
に
生

１０

ま
れ
た
人
で
、高
齢
受
給
者
証（
白

色
）を
お
持
ち
の
人
は
、受
給
者
証

お
よ
び
被
保
険
者
者
証
に
記
載
さ

れ
て
い
る
有
効
期
限
ま
で
ご
使
用

く
だ
さ
い
。

○
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ

る
場
合
は
納
税
相
談
の
う
え
、
市
役

所
で
直
接
交
付
し
ま
す
。
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高
梁
郵
便
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　

月
１
日
か
ら
、
高
梁
郵
便
局

１０
は
民
営
化
に
よ
り
、
次
の
２
つ
の
会

社
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
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６
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６
０
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＝
郵
便
（
窓
口
で

の
サ
ー
ビ
ス
）、保
険

生
活

追納制度をご存知ですか

税
金

▽
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便
事
業
株
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高
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５
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３
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達
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郵
政
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お
よ
び
中
国

労
働
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け
る
公
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の
取
り
扱
い

　

郵
政
民
営
化
関
連
法
の
施
行
に

よ
り
、　

月
１
日
に
日
本
郵
政
公

１０

社
が
民
営
・
分
社
化
し
ま
す
。

　

市
の
公
金
を
郵
便
局
の
窓
口
で

納
付
さ
れ
る
場
合
や
口
座
振
替
を

利
用
さ
れ
る
場
合
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
、特
に
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
中
国
労
働
金
庫
備
中
支

店
（
落
合
町
近
似
）
が
、　

月
９
日

１０

か
ら
市
の
収
納
代
理
金
融
機
関
に

加
わ
り
ま
す
。
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い
合
わ
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課
（
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�

０
２
７
１
）
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戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
さ
ん

「
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期

限
は
、
平
成　

年
３
月　

２０

３１

日
ま
で
で
す
」

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族

で
、
平
成　

年
４
月
１
日
に
お
い
て

１７

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受

け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
先
順
位

の
遺
族（
１
人
）に
特
別
弔
慰
金

（
額
面　

万
円
、　

年
償
還
の
記
名

４０

１０

国
債
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。対
象
と

な
る
遺
族
で
請
求
が
ま
だ
の
人
は
、

早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
請
求
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
福

※
各
医
療
機
関
に
予
約
の
上
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
実
施
医
療
機
関
…
市
内
の
病
院

お
よ
び
診
療
所
（
詳
し
く
は
、
健

康
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
西
岡
医
院
は
、
今
年

か
ら
実
施
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま

し
た
）

▽
接
種
時
に
持
参
す
る
も
の
…
医

療
保
険
証
や
老
人
医
療
受
給
者
証

な
ど
住
所
が
確
認
で
き
る
物

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
課

母
子
保
健
係
（
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�
０
２
２
８
）、

各
地
域
局
住
民
福
祉
課

第５８回　岡山県美術展覧会
　主要な受賞作品や市内応募者の入選以上の

作品を展示します。

会　期：１０月４日（木）～１０月８日（月）
入館料：一般 ４００円、小中学生２００円
　　　　（前売券：一般３００円）

第１９回全国生涯学習フェスティバル関連事業

平成１９年度 特別展

新島襄と高梁の近代
　幕末維新期から明治にかけての高梁の近代

化を人物を通して紹介します。

会　期：１０月２０日（土）～１１月２５日（日）
入館料：一般５００円、小中学生２５０円

斎
場
の
改
修
工
事
に
つ
い

て
　

現
在
、
市
斎
場
は
施
設
や
火
葬

炉
等
の
改
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

工
事
中
も
、
斎
場
業
務
は
通
常

ど
お
り
で
す
。

　

斎
場
を
利
用
の
際
に
は
、
大
変

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

環
境
衛
生
課
管

理
係
（
�
�
０
２
５
９
）

歴史美術館 （�� 0180)　休館日 毎週火曜日

確
認
で
き
る
人

▽
料
金（
自
己
負
担
額
）…
１
６
０

０
円
（
予
診
を
行
い
接
種
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
無
料
）

※
生
活
保
護
世
帯
該
当
者
は
無
料

※
市
県
民
税
非
課
税
世
帯
該
当
者

は
８
０
０
円

　

接
種
料
金
の
減
免
を
希
望
さ
れ

る
人
は
印
鑑
を
持
参
の
上
、
健
康

づ
く
り
課
お
よ
び
各
地
域
局
住
民

福
祉
課
に
申
請
し
、
減
免
通
知
書

を
病
院
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
接
種
期
間
…　

月
１
日
�
〜
平

１０

成　

年
１
月　

日
�

２０

３１

祉
課
社
会
福
祉
係
（
�
�
０
２
８

１
）、各
地
域
局
住
民
福
祉
課

　

歳
以
上
の
人
の
イ
ン
フ

６５ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
　

月
１
日
か
ら
、　

歳
以
上
の

１０

６５

人
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
を
行
い
ま
す
。

　

希
望
者
は
、
次
の
点
に
注
意
し

て
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者
…
①
満　

歳
以
上
で
市

６５

内
に
住
民
票
の
あ
る
人
②　

歳
か

６０

ら　

歳
ま
で
の
人
で
心
臓
や
腎
臓

６４
な
ど
の
内
部
疾
患
で
障
害
等
級
１

級
か
同
程
度
と
医
師
の
診
断
書
で

総合文化会館 （�� 1040)　休館日 毎週火曜日

小椋佳～歌談の会～  ＜チケット販売中＞

　和み、励み、挑みが心に広がる歌と語らい。

会　期：１０月１３日（土）午後６時３０分開演

料　金：Ａ席（２階）４,０００円

　　　　※Ｓ席（１階）のチケットは完売しています。

第５回 成羽音楽祭
「岡山フィルハーモニック管弦楽団
～弦楽四重奏とピアノの夕べ～」

　今秋開催の特別展「没後３０年　熊谷守一展

～天与の色彩　究極のかたち～」（１０月２７日

～１２月２日）にちなみ、熊谷自身が演奏し楽し

んでいたという、チェロやバイオリンを中心

に構成された四重奏をお楽しみください。

日　時：９月３０日（日）　
　　　 午後６時開演（午後５時３０分開場）

入場料：１,５００円（定員：１００人＜全席自由＞）

　　　　※入場を希望される人は、事前に電

話でお申し込みください。引き換え

番号をお伝えしますので、当日受付

で申し出ください。

成羽町美術館 （�� 4455)　休館日 毎週月曜日

市民ギャラリー

「なりわ工芸品同好会作品展」
会　期：１０月７日（日）～１０月２０日（土）
料　金：本展のみご覧の場合は入場無料　


